
①岐阜県農業技術センターが開発した技術

②トマトがそれぞれ独立したポットで生産され、自動制御で養液を供給

③通常の土耕栽培に比べ、高い収量が可能

④栽培方法がマニュアル化されており、栽培技術の習得が容易

‥‾‾‾　二・1　　－－－　　　」

ゐ偲侶也関
●接木栽培の必要がない

●収穫位置が高くなり、

作業姿勢が改善される

耽医師弛脚
●培地量が少なく省資源で

ある（1．2L／株）

●肥料の流出が少ない

●土壌消毒の必要がない

郎別摘姫弛脚
●病原菌の侵入を抑制できる

●独立ポットにより、病害の

拡大を抑制する
●培地の温度調整が容易なので、

気候の影響を受けにくい

★岐阜県
就農支援センター

至誤濡ノ＠／・◎

く東名阪自動車道から〉　●名古屋方面　弥奮ICより約20分　　●四日市方面　桑名東ICより約20分

く名神高速道路から〉　●名古屋方面　羽島旧より約20分　　▼大阪方面　大垣ICより約20分

く最寄恥　●養老鉄道養老疫痢野駅よりタクシーで約10分　■JR岐阜羽島駅よりタクシーで約20分

岐阜県就農支援センター
（岐阜県農業経営課担い手対策室就農研修係）
〒505－0651岐阜県海津市海津町平原1165TEL／FAXO584－53－0175
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